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初息 (一月一日)                                                                        

呼きて吸ふ   その一息を     観つむれば    今日も持ちて     過未にも渡る

  はきてすう     そのひといきを        みつむれば      きょうもたもちて        かみにもわたる
七草                                                                                    

此の葉っぱ   一つに感謝    する心   忘れ去りにし  我等悲しき

 このはっぱ     ひとつにかんしゃ   するこころ  わすれさりにし     われらかなしき

春の朝     菜摘む心も   明らかに   今日を経ゆれば   一年晴れぬ 

はるのあさ    なつむこころも    あきらかに     きょうをふゆれば      いちねんはれぬ(春夏秋冬)
海と川     山と渡りて   来し我等    塩水米に      恵みを懐う

うみとかわ    やまとわたりて    きしわれら    しおみずこめに     めぐみをおもふ

山焼き    花咲か爺さん      シンデレラ灰娘                                            
野を焼きて   実りを得たる    昔より      灰と炭とは     人育て来し

のをやきて       みのりをえたる       むかしより      はいとすみとは      ひとそだてきし

節分     「十二支」   子子子     子子子      子子子     子子子

                    ししのこ    こじし     ねこのこ    こねこ

                   獅子の子   子獅子    猫の子    子猫

獅子の子も    猫の子どもも    皆共に    仏の御手に    玉と実らむ

  ししのこも       ねこのこどもも     みなともに    ほとけのみてに     たまとみのらむ
雛祭り（上巳の節句）( 三月三日 )       三輪明神                                                 

誰に縁り    結ばれたりし   此の身をば    また誰が為に   ほとき供へむ

たれにより       むすばれたりし      このみをば       またたがために      ほどきそなえむ

彼岸      六聞矣！（布施  持戒  忍辱  精進  禅定  知恵   到彼岸）     NOT 六文銭！                                                                         

我もまた    草木の如く      合掌し     生まれ出でたる     如来なるかも

われもまた      くさきのごとく     がっしょうし      うまれいでたる         にょらいなるかも
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端午の節句 ( 五月五日 )                                                                

恥ずかしき   中に  恥ずかしかるべきは   弱きものをば   苛むることなり

  はずかしき     なかに    はずかしかるべきは         よわきものをば      いじむることなり
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七夕 ( 七月七日 )         Don’t get the god wrong!                                                              
七夕の      神はやさしき    神なれば      牽牛織女は          今年も会ひぬ

たなばたの      かみはやさしき       かみなれば      けんぎゅう しょくじょは      ことしもあひぬ
愛苗は      天に昇りて    星となり      星のしづくと    人の名づけむ

あいなえは     てんにのぼりて     ほしとなり         ほしのしずくと        ひとのなづけむ

祇園祭 アポロ・スサノオも共に、悪人から、深く後悔して、修行（自行利他）の結果、善人に変身。
    [悪人成仏]  No one’s perfect.  To err is human, to repent is divine.

過去を反省して      今日に精進する人は      未来に於いて    過つことなし

かこをはんせいして        きょうにしょうじんするひとは     みらいにおいて      あやまつことなし

八雲立つ     出雲八重垣     妻籠みに      八重垣作る      その八重垣を

やくもたつ       いずもやえがき      つまごみに        やえがきつくる        そのやえがきを                                                  


土用 「したら＝スートラ＝経」「心中＝胸中＝心紐＝丑」non-punctual punk; no-prick prankster

しだらなく   もつれし心紐      ほどきてぞ    結び直さむ      土用の丑に 

  しだらなく     もつれししんちゅう      ほどきてぞ        むすびなおさむ       どようのうしに

盂蘭盆    Preposterous  mind-set                                                                               

人死にて    香供へずに   ただ泣くは  生まれたる子に  乳与へずに  ただあやすがごとし

ひとしにて     こうそなえずに    ただなくは     うまれたるこに    ちちあたへずに    ただあやすがごとし


重陽の節句 ( 九月九日 ) 喜久  菊   聞く  chrysanthemum-christened Christ              

Christ-christening chrysanthemum  /  Christ-listening chrysanthemum / 菊花の契 / 走れメロス

浄心に       歩み去りにし   父母の声    聞くを誓はむ   菊一輪に

じょうしんに       あゆみさりにし    ふぼのこえ      きくをちかはむ     きくいちりんに



除夜（余韻）   auld lang syne (old long sine = the old good days)   ♪蛍の光♪

昨日は    明日の鏡なり    今日をさわかに    つとめ過ごさむ

きのうは     あすのかがみなり      きょうをさわかに        つとめすごさむ

黒き墨   我が身と知りて   磨りゆけば    心も澄みぬ     気も晴るるかも

くろきすみ     わがみとしりて       すりゆけば      こころもすみぬ         きもはるるかも

                                                              < 賀茂神社の主神＝黒烏・金烏 >

                     Conscience be of much science.

    悲しいことではあるが、完全に善なる存在になるのは不可能である。食物連鎖の

    例を見ても、弱肉強食・自然淘汰の現実を見ても、明らかである。しかし、

    叡智を傾けて行動すれば、弱肉強食などが、利己主義者の戯言に過ぎないことが

    実証できるかもしれない。良心の徒が真の科学を自覚し、研究すればの話である。

                 (For a man of conscience be of much science.)
    往々にして、科学だけが一人歩きして、良心が埋没してしまいがちなのが、人類

    の歴史であった。釈迦や孔子、ソクラテス、キリストなどが、良心に従っての

    勇気ある生き方を実践してみせたのだが、やはり、焼け石に水となって、却って

    彼等の哲学・慈悲の教えが曲解悪用されて、今日の紛争の原因となっているのは、

    泣くにも泣けない悲しい事実である。彼等ですら、無理なのだから、私達には

    とても無理な話なのだろうか。


Think with the wise and talk with the vulgar

生き甲斐（人間としての）誇るべきこと、心得、自行利他

若しことごとく書を信ぜば、書は無きに如かず。

温故知新

オリジナル人類の起源

ソクラテス

論語

Bible

     妙法蓮華経      聖徳太子   法華義疏

The lotus is a flower that grows in the mud

The thicker and deeper the more beautiful the flower blooms

This thought is expressed in Buddha’s teaching.









 寒アヤメwinter iris


田村ハルノ氏   撮影


     月桂樹 laurel





孔雀草（くじゃくそう）


a kind of crysanthemum


a kind of wild camomile


or mugwort





 浜木綿 (crinum)





浜木綿（はまゆう）


     





紫陽花（あじさい）hydrangea





アロエaloe





ライラックlilac
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